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The Pardone〆sTaleにおける Irony

“Bigiled is the giler" 

海老久人

裕福なぶどう酒商人の子として生まれた Chaucerは，既に 12歳の頃

に EdwardIIIの息子 Lionel伯の妃 Ulster夫人 Elizabethの小姓とし

て，宮廷人の仲間入りをして，以後 1400年に没するまで宮廷との関係は

続くのである. 乙のような彼の公的生活の経歴からすれば，文人としてよ

りは，王室宮内官 (valectus)，或いは，外交官としての職務が主たるもの

であった.しかし，彼は 1370年以降，しばしば外交特使として，当時ル

ネザサンス文化が拘燭と華を咲かせ， ヨーロッパ文化の中心地であったイ

タリアやフランスを歴訪し，彼の文学的・知的素養を刺激され，影響を受

けた.未だ活字文化が十分には発達していなかった頃だったので，宮廷詩

人としての Chaucerは，宮廷の貴顕， 貴婦人を眼前に集め，彼の創作し

た詩や語り物を朗読してやるのが常であった Chaucer の場合， 当時民

衆の間に広〈流布し，愛され，語り継がれてきた民間伝承の説話や，民衆

にとって最も直接的な文化の接触の場である教会で行われる説教が彼の文

学の素材であった.彼にとって，独創的な作品を書くということは，その

ような一般的に流布していた文学的素材を彼一流の技量で改作，脚色する

ということを意味している.

このような意味に於いて，The Canterbury Talesは，中世の説話，説

教をはじめ， ロマンス，ファブリオ，聖者伝などのあらゆる文学的素材の

集大成であるといえる.

14世紀イギリスの津々浦々から，あらゆる階層の人々が，恒例の Can-
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terbury詣に出かけようと TabardInn (f陣羽織匿J)に集合した. The 

Canterbury Talesの世界は，謂わば，現実の中世イギリス社会の縮図と

もいえるだろう.このような現実世界の常として，善もしくは理想的なも

のばかりが存在はしない.むしろ逆に悪がはびこり，大手を振っで謂歩す

るのである.特に，中世イギリス社会の精神的指導者たるべき宗教界の堕

落は，各方面からのきびしい批難，攻撃の矢面に立たされていた.例えば

当時ひろくョ -pヅパ各地に語り継がれ， 一部分は Chaucer自身の手で

翻訳されたという TheRnmaunt 01 the Roseの中で，当時の宗教界の護

落ぶりが次の様に描写されている

Eke in the same secte ar sett 

All tho that pr巴chenfor to get 

Worshipes， honour， and richesse. 

Her hertis arn in gret distresse， 

That folk lyve not holily. 

But aboven all， specialy， 

Sich as prechen [for] veynglorie， 

And toward God have no memorie， 

But forth as ypocrites trace， 

And to her soules deth purchace， 

And outward shewen holynesse， 

Not liche to the apostles twelve; 

Bigiled is the giler than. 

For prechyng of a cursed man， 

Though [it] to other may pro五te，

Hymsilf it availeth not a myte; 

For ofte good predicacioun 
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Cometh of evel entencioun. 

To hym not vailith his preching， 

All helpe he other with his teching; 

For where they good ensaumple take， 

Th巴reis he with veynglorie shake. 
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教会の説教家達は，外面では聖者ぶっているが，実際には，彼等は邪悪で，

人を欺いて金品を巻き上げることを生業にしているのである.TheCanter圃

bury Tales においては， Friar， Summoner，そして Pardonerが当時の

宗教界の堕落を代表する人物として措かれる.しかし， Chaucerは決して

直接，彼等の悪事を暴露して攻撃したりはしない.彼は， この作品を中世

イギリス社会の実体に関するドキュメントとして我々に提供しているので

はない.宮廷詩人としての Chaucerは，The Canterbury Talesの中に

彼の分身ともいうべき巡礼者 Chaucerを設定することにより，この世界

を虚構の世界として構築し，そして彼自身は，自分の本来の意図を巧みに

隠すのである.すなわち，この巡礼者 Chaucerを参加させることにより，

Chaucer は“Irony"という武器を考案する.この武器を使って Chaucer

は，当時の宗教界の堕落ぶりをナイーブに攻撃するのである.神聖な衣を

まとった偽善家で，詐欺師は必らずや自分が射た矢が己れに向ってくるこ

とを思い知らねばならない.The Romaunt of the Rose 5759行で，“Bigil-

ed is the giler than" (1欺くものが歎かれるJ) という逆説的な phrase

の中に披等の皮肉な運命が表現されている.以下，この小論では， "Bigiled 

is the giler"一一一或いは， T. S. R. Boaseが彼の著 Deathin the Middle 

Agesの中で使っている表現を借りれば“TheHunters， Hunted円←ゐに

表現される皮肉な運命が，どのようにして TheCanterbury Talesの Par-

donerの上にふりかかってゆくのかが論じられるだろう.
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1 Pardonersとその歴史的実体

四月 (Aprille) ーイギリス国民にとって，それは長い暗黒と陰湿の季

節の終りを告げ，いよいよ全ての生物が，舷いばかりの陽光を浴びて生命

を誕歌する季節を意味している.長い，暗黒の，そして過酷な冬の恐ろし

さは，今ようやく終ったのである.人々が長い間渇望し，待ち焦がれてい

た万物生成の春が来たのである.彼等は春の到来と共に，今まで内に閉じ

込められていた身も心も外界へと開放させるのである. 春風 (Zephirus)

の陽気に誘われて，イギリス国民が自分たちの守護神 St.Thomas Becket 

を把る Canterburyへ参詣するのは年中行事の一つであった.この参詣に

連なるものは老若男女，貴接を問わず，あらゆる階層の人々から構成され

ていた。 TheCanterbury Talesの GeneralPrologueに描写されるもの

全て，そこに登場する人物群は全て十三，四世紀イギリス社会の縮図であ

った.偶然なことから TabardInn に落ち合った 29人の巡礼者は皆，

Chaucerの同時代人であり，イギリスのどの地にも見受けられる人物であ

る.当面の問題の人物である Pardonerも又，中位イギリス国民の親しい

隣人であった.ここで， Chaucerの同時代人としての Pardoner の実体

を一瞥しておかなくてはならない.

中世における Pardonersの仕事は，General Prologueに詳述されてい

るように9 二つあったようである.その一つは Pardoner という名の由
事

来である免償符 (pardonsor indulgences) を売り歩く ζ とだった.彼等

の発生時の職務は，教会法によってきわめて狭い範囲に限定されていた.

彼等は9 教会の権限の一部を委任され，信者に免償符を伝達する messen-

gerにすぎなかった.しかも，無差別に誰にでも， ζ の免償符が伝達され

るわけではない.すなわち r自罪を完全に痛悔し [contrite]，再び犯さ

ないとの固い決意をもって，それを償うべき善業にはげみ，恩恵を受ける

状態にあり，かっ告解 [confession]の秘跡により罪の赦が与えられ，それ
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が信仰生活において有益なものであることを信ずる者において，はじめて
事

免償にあず、かり得るのであるしか.J しながら， このような厳正な条件も

次第に無視され， pardonersは教会からの委任状を悪用し始めた.彼等は少

この免償符のセールスマンとして， ヨーロッパの各町村をめぐり，罪深い

人間を ζの免償符で蹟罪してやれるという宣伝文句をふれまわっていた.

やがて，彼等は神聖な義務である魂の救済には無関心で，免償符を餌に人

々から金品を巻き上げることにうつつをぬかすのである.

pardonersのこのような貧欲をさらに刺激したのは，免償符以外に，聖

遺物 (rせics) であった. 中世に異常なまでに昂揚した聖遺物崇敬を背景

に，彼等は聖遺物を偽造し，それを売買して私腹を肥やしていったのであ

る. J. A. MacCullochは，中世の人々の精神作用を特徴づけているもの

は i好奇心J(curiosity) と「軽信佳J(credulity) とであると指摘して。
いる.聖遺物にまつわる数々の神秘性，すなわち，その伝説的奇跡や超自

方

然的功徳，が中世の人々の好奇心を大いに刺激し，熱狂的な崇拝へ駆り立

てたことはもっともなことである.中世の人々にとって，この聖遺物は，

全ての精神的，肉体的「病い」の万能の特効薬だったわけである.それ故，

再三再四にわたる教会の警告にもかかわらず，民衆は聖遺物を手に入れる

ために自分の財産を惜しまなかったし， pardonersは易々と，偽造物をた

ずさえ，売りさばいてゆくことが出来たのである.

ホイジンガが，その著『中世の秋』の中で指摘しているように，中世の

人々の日常生活につきまとう精神的緊張の度合は，現代人が想像する以上
8 

のものであったらしい.彼等の生活をとりまく一切の事象が過酷なまでの

「対照」をなして，彼等の上にのしかかるのである. {7Uえぱ，それは困窮

と富，病気と健康，冬の酷寒と春の暖い陽光等々であるが，このような過

酷な生活条件のうちで，とりわけ恐れられたのは「疫病」であった.十四

世紀の「黒死病Jの流行の際，実に全ヨーロッパの人々の 4分の 1にあた
10) 

る2千 5百万人もの死者が出たらしい.当時の人々は，このような恐ろし
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く破壊的疫病の蔓延の背後には神の力が働き，人間の罪に対して罰を下さ

れたのだと素朴に信じた.この疫病によって，彼等の心のうちに深しこ

の世の終末と己れの罪深さへの恐怖の念が植えつけられた.このような恐

怖から開放され，救われることが，彼等の切実な顕望であった.そして，

その願望を成就させてくれるもっとも手近かなものが免償符と聖遺物とで

あった.彼等は，この二つのものが肉体上の，そして心の罪をあがなって

くれると固く信じていたが故に， 決して金品を惜しまなかった. 中世の

P誼rdonersは，このような民衆の心情に巧みにつけ込み，偽物までも売り

つけ，自分たちの責欲さを満足させていたのである.

やがて，このような彼等の傍若無人の活動は宗教界全体の堕落を引き起

こしていった一一ーもっとも， この堕落に拍車をかけたのは pardonersに

限ったことではなく ，The CanterbUlッTalesに登場する Friarや Sum-

monerも又，それに加担していたのだが一一. 社会的，精神的指導者た

るべき宗教界の堕落は，当然，到る所に不平義債を引き起こした. Chau-

C巴r も又，教会の無節操ぶりによい感情をもたなかった一人である.詩人

として Chaucerは，彼と同時代人の pardonersを prototype として，

被等のうちから一人を TheCanterbury Tales という虚構の世界の中で

創造し，この Cl羽田 町 、 Pardonerを通して，宗教界の堕落の元凶のひと

つである pardonersの蹴雇を告発しようとするのである.その際，彼は彼

一流の告発の術をもっていることに注目しなければならない. Chaucerは

決して，直接的，そしてあからさまにそれとわかるような告発，弾劾をし

たりはしない.彼は，さながらポーカーフェイスを装って，自分の本当の

意図を巧みに隠してしまう.すなわち， “Irony円という武器を用いて告

発するのである.

大別して“Irony"には二つの型がある:一つは，“VerbalIrony，"と

呼ばれるもの， もう一つは，“SituationalIrony" (or “Dramatic Irony勺，

と呼ばれるものである.前者の“ VerbalIrony"では，話し手 (narrator)
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が語る言葉が，彼自身の意図とは別な意味を含む場合に“Irony"が生じ

る.後者の，'Situationallrony円では，或る登場人物の置かれている情況

(situation) が知らず知らずのうちに， 彼の意図とは別な， もしくは逆の

方向へと展開してゆく場合に生じる.The Canterbury Talesにおいて，

詩人 Chaucerは，“Irony"の二つの型を巧みに結び合わせて，そこに登

場する偽善家たちを裁いてゆく. このような偽善家の一人である Pardo同

nerも又，“Irony" という武器の恰好の攻撃目標になるのである. 具体

的に，それでは，この“Irony" の二つの型がどのようにして Pardonむ

という人物に組み込まれているかを，まず Generalお-ologueを，そして

次に，The Pardone〆sPrologue and Taleを中心にみてゆきたい.

n Chaucerの二つの声一一“ VerbalIrony円を中心として

General Prologueにおいて，詩人 Chaucerは，彼の分身ともいうべき

巡礼者 Chaucerなる人物を創案する. この巡礼者 Chaucerの役割は，

The Canter・buryTalesの話し手 (narrator) として，我々読者，聴衆に9

28人の彼の仲間の巡礼者たちの有様を詳述してくれる.巡礼者の一人と

して Canterbury詣に参加した Chaucerは， 彼の仲間たちの physical

appearanceや behaviourを描写してくれるのだが，彼はしきりに自分の
1$ 

力量不足と naivetyとを強調する.それで，彼は[""何しろふつつか者の

ことと--C，大目にみていただきたいJ(My wit is shortラyemay wel under司

stonde) [1. 746] と自己弁護するのである.実は， この自己弁護は，詩人

Chaucerの本来の意図を巧みにおおい隠すカモフラジューなのである.

詩人としての Chaucerは，無知と naiveteを装う巡礼者 Chaucerを自

分の仮面 (persona)として利用するのである.なるほど，巡礼者 Chaucer

は，無知と naiveteの風を装ってはいるが，なかなかーすじ捕ではゆかね

人物らしいのである. Canterbury詣の一行に加わり 9 そのリーダ一役を

かつて出た TabardInnの主人にいわせると，この巡礼者 Chaucerは麦
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情から察すると ζ ろ， なかなかいたずらっ気が多い (elvyssh) 人物とし
1争

て描写されている.それ故，読者 (audience)は，巡礼者 Chaucerの何

気ない語り口と，その背後の toneに十分気をつけなければならない.

巡礼者 Chaucerが仲間たちを描写する言葉の背後には，絶えず Chau-

cerの二つの声が響いていて，時には，奇妙にこれらの芦が不協和音を奏

でることがある.高徳の人士である Knightや，清貧に甘んじ，己れの義

務に忠実な Parsonや Plowmanに対する賛辞の toneは， Summonerの

商売術のうまさ Friarの人を説得する話術の巧みさ， そして Pardoner

の雄弁術に対する賛辞の toneとは明らかに違う.前の三人に対する賛辞

は， Chaucerの掛値なしの，賞賛の気持ちのあらわれであるが，後者の偽

善家の一団に献呈される“noble，"“worthy，"そして“vertuous"など

の賛辞は，彼等が金もうけと人を欺く乙とのみに人一倍すぐれていること

への痛烈な“Irony"を伴っている.当面の問題の人物である“gentilPar-

doner円 [1，669]は，巡礼者 Chaucerの描写によれば， r悪知恵にかけて

は北のベリックから南のワーレのあいだには，この赦罪状売りほどの者は

他にみられないJ[I， 692-693] くらいだし， 金もうけにかけては r貧し

い田舎牧師の二ヶ月分の給金よりもたくさんな金を，一日で手に入れるの

であったJ[1， 703-704]. そして，最後に，皮肉たっぷりに，巡礼者 Chau-

C巴rは iだが実を言うと，洗ってみれば，彼も教会の立派な牧師 (noble

ecclesiaste)なのだ」と評するのである [I，707-708]. 

しかしながら，詩人 Chaucerの攻撃のほこ先は単に， Pardonerの実務

上のことだけにとどまらず，この偽善家が本質的に神聖な仕事には不適格

であることを，さりげなく，我々に暗示してくれる.巡礼者 Chaucerは，

この Rouncival出身の Pardonerの physicalappeara立ceを描写して次

のように語る i去勢馬 (geldyng)が牝馬 (mare)ならこんなものかと

思われた」日フ 691].すなわち， この Pardonerは eunuchとして特徴づ

けられている. もちろん，巡礼者 Chaucerが意味する eunuchとは，彼



The Pardoner's Taleにおける Irony 67 

の女性的外観からくる性的不能者のことである.このような肉体的欠陥を

持つ Pardonerが卑わいな歌を歌って，好色漢ぶり ，The Prologue of the 

Wife of Bath's Taleの中で rわしも，すんでのところで女房を貰うと

ころだった.わしの体を苦しめるものを，そんなに高く買ってたまるもん

か.今年も女房なんざ貰わねえことにするんだJ [1， 166-168]と言うのを

聞いて，我々は皮肉な含み笑を禁じ得ないであろう. そして， 更にこの

eunuchにはもう一つの implicationを持っていることに注目しなければ

ならない. R. P. Millerカ2“Chaucer'sPardoner， The SpirituaI Eunuch， 

And the Pardoneん Tale，"の中で指摘しているように， eunuchという

視念を Biblicalcontextの中でとらえる時 Pardonerのもっとも本質的
1:i> 

性格を理解出来る.

Eunuchという言葉は聖書の中で二つの意味に使われている. 17liえば，

「中命記J23章1節では 1すべて去勢した男子は主の会衆に加わっては

ならない」としているし 1イザヤ書J56章 3-5節では 1在官も又言

ってはならない. w見よ，私は枯れ木だJと.主はこういわれる， iJわが

安息日を守り，わが喜ぶことを選んで，わが契約を守る宜官には，わが家

のうちで，むすこにも娘にもまさる記念のしるしと名を与え，絶えること
1$ 

のない， とこしえの名をあたえる~J と記されている. これらのこつの旧

約聖書に登場する eunuchとは，明らかに文字通り physicalなものを意

味している.このように字義通りに解釈される場合，この Pardonerはそ

ういう意味で eunuchであるにもかかわらず，聖職者の一員として公然、と

教会内に入り込んでいることに対する“Irony"を読み取ることが出来る.

一方，新約聖書中「マタイによる福音書J19章 12節では， 1母の胎内か

ら独身者に生れついているものがあり，また他から独身者にされたものも

あり，また天国のために，みずから進んで独身者となったものもある」と

記されている様に， eunuchに新しい概念一ーすなわち， spiritual eunuch 

を付け加えている.この spiritualeunuchを更に paraphraseすれば，
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主の為に悪しき快楽から自らけつ別し，善き業を行うことに専念する人で

ある，と理解出来る.そして，この spiritualeunuch の仕事は教会の中

に敬度な会衆をいや増すことである.

このような理想的な spiritualeunuchの typeを TheCanter加 ryTales 

の中に見つけ出すことが出来る.すなわち，町の教区牧師 Parsonがその

人で、ある.この Parsonは聖職者としての自分の役目を正しく理解してい

る.巡礼者 Chaucerが語るところによれば 1正直な生活を模範として

人を天国へ導くことが彼の仕事であった.J [Iフ 519-520] とあるが， この

spritual eunuchからは， Pardonerは，はるかに縁遠い。 詩人 Chaucer

が， Pardonerの eunuch的外観に含めた真意、は，好色漢 Pardonerの肉

体上の欠陥を皮肉ろうとしたのみならず，この「立派な聖職者」が，実は

，善き行いを重ね，主のために敬度な会衆を増やすことに impotentであ

るよとを皮肉ろうとしたのである. このようにして，我々読者，聴衆が巡

礼者 Chaucerの何気なく語る言葉の toneに少しでも敏感な耳をもって

おれば， この仮面 (persona)の背後に響く詩人 Chaucerの ironicaltone 

に気づくのである.以上，The Canterbury Tolesに於ける“Irony"の

一つの機能を“VerbalIrony" を中心にして，詩人 Chaucer と巡礼者

Chauerの二人の声を比較してみたのである.

やがて，朝の訪れと共に， 29人の巡礼者の一団は St.Thomas Becket 

をまつる Canterburyへと出発する.それと同時に，巡礼者 Chaucerは

舞台の前面から巡礼者の一団の中へと退き，まぎれ込んでゆく.そして，

或る特別な悪徳や愚行を告発しようとする ironistにとっては，舞台から

の退場は別の“Irony円の意図を含んでいる.このような ironistは，一

見賢しこそうで， 有徳、家ぶる人物， すなわち偽善家を一つの情況 (situa-

tion) に委ねようとする.そして，こういう情況では偽善家は自分の意識

的動機に基いて，自分の目的にふさわしい情況を創り出してゆくのだが，

結果的には，自分の意図とは逆に，自らを皮肉ってしまう羽目になる.彼
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は実際の事態が彼の推量しているのとは全く違う，或いは，逆に進んでい

ることに無知である.そ ζから生じる“Irony円が，“SituationalIrony円

と名付けられる.The Pm・doner's Prologueωld Taleでは，特に，この

情況 (situation)が重要な機能を持っているので，以下， その機能につい

て考察してみたい.

直 Pardonerにとっての決定的瞬間

“Situational Irony円を中心として;

The Canterbury Talesに収録される talesの大部分は， 29人の巡礼が

旅の途中に馬上で語るものであるが，特に語る場所の設定があるわけでは

ない. ところが，ただ Pardonerの場合にのみ，特別に，情況設定がなさ

れている. Frederick Tupper が“ ThePardoner's Tavern円の中で
1'11 

Tavern Sceneと呼んでいるものがそれである Pardonerは，二つの意

図から，意識的に居酒屋という情況を必要としている.一つには，彼が常

日噴慣れている教会の説教風景を創り出すことである. Hostからおもし

ろい話をするようにもとめられると Pardonerは，まず，飲み食いする

ことを提案する.すなわち Iちょっくらごめんこうむって，まず，ここ

の居酒量でちょいと一杯ひっかけて，飯をひと口食べたいんだ」と提案し少

更に多 他の巡礼者からちょっとした反対意見があった後， 彼はなおも，

「よろしい承知はしましたが，一杯飲みながらでないことには，ためにな

る立派な話が考えられねえ」一ーと主張する.その結果，巡礼者たちは，

不承不承であれ，喜んでであれ，彼等の馬の歩みを止めて，居酒屋に休憩

するのである圃経験豊かな説教家であり，無知な民衆を敷くことに巧みな

Pardonerは，これから語ろうとする物語の効果が， 騒々しい巡礼旅行の

雰閤気の中で行なわれると，減じてしまうことをよく知っている.彼は常

日頃教会で行なってきたと同じ|宥況，すなわち，眼前に聴衆を集め，彼等

のヰを説教者に集中させるにふさわしい情況を作り出す必要を感じている。
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それ故，この TavernSceneは教会の説教風景に酷似し，ている.第二番目

の意図は，彼が語ろうとする物語の主題 (theme)一一一彼が何度も強調して

いる「テモテへの第一の手紙J6章からとってきた Radixmalorum est 

Cupiditas (W金銭を愛することは，すべての悪の根であるJl)という主題に

ふさわしい雰囲気を作り出すということである. この主題 (theme)の例

話 (example)として三人の若い放蕩者 (tavern・revellers)と老人のお話を

物語る.当時，居酒屋は全ての悪徳の棲み家として悪名高かった.例えば，

当時の説教集で， その内容については民衆もよく知っていた 1と思われる

Jacob'sW切では，居酒屋 (thetauerne)は“ welleof glotonye"であ
18) 

り，“ thedevelys schole hous円と呼ばれている. Pardonerは，悪徳の巣

である居酒屋と，そ乙で生じる罪の恐ろしい結末「死」について効果的に

物語るために，自ら TavernSceneを選んだのである.このように選ばれ

た TavernSceneという情況の中で， Pardonerが語る物語は，全体とし

て，説教の型をとっている.中t!tに於ける arspraedi切ndi(art of preach-

jng)によれば，説教の構成は，主題 (theme) と例話 (exampleor ex・

.emplum)から成っていた.乙の， 免償符売りであると同時に， 説教家で

もある Pardonerも又，彼の説教を Radixmalorum est Cupiditasとい

う主題と，若い三人の放蕩者と老人の例話で構成する ThePardoner' s 

Taleでは， Pardonerはこの例話を今までよくやっていた様に，無知な人

々が好む“ oldestories円[VI，435-438]から選んだという.そこで扱われ

ている thehunting-of-death motifは中世の小品物語(仰vella)や例話集

{exempla)で当時の民衆の聞に広く流布しよく知られていた.

元来この三人の放蕩者と老人物語は別々の素材であったらしLTしかし，

Pardonerは， 今彼の眼前に集まっている巡礼者達に居酒屋が生む数々の

罪と「死」に対する恐怖を効果的に植えつけるために，これらの別々の素材

から thehunting-of-death motifと Radix'malorum est Cupiditasとい

う主題に都合のよい個所を選んできたのである. まず， Pardoner は，三



The Pardoner's Taleにおける Irony 71 

人の若い放蕩者を紹介してから，居酒屋にまつわる数々の悪徳 (Gluttony

or C~ψiditas) を列挙してゆく.すなわち，泥酔，好色，賭事，そして神

を胃潰するおおげさな誓い等々である. [VI. 472-628] その際， II. 498-

501と II.512-513のように，exclamatio或いは，apostrophatioと呼ば
2$ 

れている rhetoricaltechniqueを使っている.その目的は聴衆を情緒的あ

おって，その心の中に Gluttonyの罪に対する恐しい感情を引き起こすこ

とである.

次に，彼は居酒屋の生みだす数々の悪徳、への言及の中でひんぱんに「死」
21) 

についてふれる.ホイジンガが，先の『中世の秋Jの中で指摘しているよ

うに，中世は到る所に「死」への慨嘆に満ち満ちていたし，教会はこぞっ
2:1) 

て，執掬に「死」への幻影を民衆の心の中に植えつけようとした.中世の

人々はカミたときとして mernentor削 ri(死を思ヘ〉の声から耳をふさぐ

ことは出来なかった.彼等をして，それ程「死」を恐れさせたのは， r死」

が年齢，地位を問わず地上にある全ての罪深い人聞を襲うが故にであった
2:¥) 

彼等は常に「死」を罪の結果として観照した. ここに含蓄されている「死」

とは，単に「創世記」中に記されている，肉体が塵に返るという physical

deathを意味するばかりでなく，来世に於ける救済を絶望的にさせるspiri・

tual deathを意味する. この spiritualdeath というのは，たとえば s.

M. Jacksonによれば「罪と暗閣の状態J，すなわち，

...a state of sin and darkness， in which man is from Godフ the

fountain of life and light (1 John i. 5)， and consequently desti-
2事

tute of true spiritual life. 

ということになる.さらにこの spiritualdeath は既に現世において準備

されているのである.

The Pardoner's Taんはこの spiritualdeathの状態を rだが確かに，

美食家は，その罪に生きているあいだは，死人も同然だJ[VL 547-548]と
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いう逆説的な表現を使って表わしている.すなわち，快楽を享受する人間

は，たとえ肉体が生きていても霊的には死んだ状態にいる.そして，この

物語に登場する三人の若い放蕩者がこの spiritualdeathを体現している，

彼等が，もし謙虚に mementorr.ωnの警告に耳を傾け，悔俊すれば，永遠

の生命 (etenrallife)に入る約束も許されたであろう.しかしながら，こ

れらの放蕩者は，ごう慢にも，この meme仰 moriの警告を無視するの

である.

The Pardoner's Taleに於ける mementomoげは三人の口を通して警

告されている.まず， Tavern boyが I旦那， ζいつ〔死〕に会わない

ように，ご用心，ご用心~いっこいつにひっかかるかしれないから，気

をつけろ』と，おふくろが，わたしにそう言って教えてくれましたんですJ

と言う. [VI， 680-683]そして，居酒屋の亭主は，この子供の言葉を補促

して Iそんなやつの手にかかって恥、犀を受けないように気をつけるのが

利口というもの」と忠告する. [VI， 690-691]第三番目に，三人の放蕩者

が「死j を huntしに出かけた途中に出会った，なぞめいた老人である.

従来，この老人には様々の解釈が与えられているのだが Iマタイによる

福音書J16章 28節に記されている「よくよくあなたがたに言っておく，

人の子が王国にやって来るまで死を味えないものがここにいるj という

passageを手がかりに，この老人の prototypeを WanderingJ ewに求

めることが出来る.すなわち，この WanderingJ ewは罪の故に「死」を

求めても「死」を得られず，永遠にこの大地をさまよい，苦悩を味わなけ

ればならない1"死Jに呪われた人間の苦悩の姿について， The Canter-

bwッ Talesの Parsonも又， St. Gregory とヨハネの言葉を援用して，

悪しき人間には死なき死があり，たとえ，死を求めても死の方が逃げてゆ

く， と語っている. [X， 213-216] Pardonerが語る老人が，現われた彼の

体をひきづって大地をさまよっている様子を聞いて9 きっと彼の眼前の聴

衆は罪と死の恐ろしさに思いをいたしたに違いない. この老人の肉体それ
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自体が memento11ωriを伝えてくれるのである.

しかしながら，ごう慢な三人の放蕩者は，この老人が語る自らの呪われ

た運命から，罪と死の恐ろしさを思うどころか，彼を死神の手先であると

罵倒し，無理やり「死Jの棲み家を教えるように強要する.彼等が「死」

の棲み家だと教えられたところで見つけたものは金貨但orynsfyne of 

gold)であった. [VI， 770] この金貨のまばゆい光に欲の自のくらんだこ

れらの放蕩者は， もはや「死」を huntすることをやめてしまう.何故な

ら，彼等はこの金貨の中にこそ「死」を見つけたからである一ーもっとも，

彼等自身はそのことに気付いていないのだが. この金貨が三人の放蕩者の

責欲を刺激し，結局，お互いに殺し合うという皮肉な結末のうちに「死」

を huntするのである.この点で1"死」を huntに出かけた者が，貧欲

のために，逆に「死」によって huntされるという皮肉な運命が成就する

のである.

Pardonerは，以上のように，罪と死の恐怖を効果的に引き起こすよう

に仕組みながら，三人の若い放蕩者の物語と老人の物語を語ったわけであ

る.確かに，この三人の貧欲な若者の恐しくも皮肉な運命や，老人の呪わ

れた運命を聞かされた聴衆は皆心のうちに己れの罪と，その結末の死から

なんとか救われたいと願ったにちがいない.そして，この時点までは Par-

donerの意図は成功していたわけである. とζ ろが，彼が1"みなさん，

わしは，こんな工合に，説教するんです」と語り始めるや，今までの，恐

しい罪と死についての説教の toneとはがらりと趣きを変え，商売気をま

る出しにし始めるのである. [VI， 815ff] Pardonerの語り口の変化に，被

の件間の巡礼者は，この名うての貧欲家が，次に何を自分たちに期待して

くるかに気付く.巧みに，恐怖の効果を仕組んだこの物語で，巡礼者たち

を君主けると思いあがっている Pardonerは，いよいよかねてからの金もう

けの仕事にとりかかる.被は，常日頃やってきたように，巡礼者一人一人

の罪を腫ってやれるという宣伝文句を簡に，づた袋から免債符と聖遺物を
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とり出し，彼等に売りつけようとする.The Canterbury Talesの中で，

ただ，この Pardonerだけが，厚かましくも自分の語る話をねたに商売を

やろうとする.彼は， Hostが最初に提案した“totalen and to pleye" 

[1， 772]という約束を無視するのである.ζ の約束事は TheCanterbury 

Tales全体を制約するもので，そこでは誰一人として，己れの私利私欲の

ために他人を犠牲にしたりすることは禁じられている TheCanterbury 

Talesの世界は，いわば，旅のつれづれの退屈をしのぐ慰みと遊びの世界

でなければならない.そして遊びにはルールが必要である.そういう約束

事を無視しては遊びは遊びたることをまったくやめるのである.ところが

Pardonerだけが， この約束事に反して，彼の仲間の巡礼者を欺いて，金

品を巻き上げようとする. まず， 彼はこの巡礼団の一行の統率者である

Hostを日の前に招くのである.何故なら，この Hostが自分の意、図に乗

ってきてくれれば，きっと他の巡礼者も後に続いて免償符と聖遺物を買っ

てくれるだろうと考えていたからである. もちろん， Hostは，彼が提案

した約束を破るような無礼な奴の手になど軽々しく乗るはずはなしかえ

って Pardonerは彼からしっぺ返しをくらってしまうのである Hostは，

Pardonerがもっとも触れられてもらいたくない肉体仁の欠陥を，無遠慮

に衝くのである:f聖エレインのみつけた十字架で誓って言うが，遺宝と

か聖品とかを手にとっておかむくらいなら，おまえさんのきんたまを手に

とっておがむよ.J[V1， 951-953]かくして，この Hostのしっぺ返しによ

って， Pardonerの“Situational1rony"が成就するのである. Pardon巴r

は，彼の物語の三人の放蕩者が味わったと同様の運命，すなわち"hunt-

ers， hunted，"或いは，“ Bigiledis the giler"という皮肉な運命を受け

なければならない.

人を歎くことと，金を巻き上げることでは noble で巧みな Pardoner

は，彼の前々上の中で自慢気に語っているように，これまで数々の成功を

収めてきた.そして， Cantarbury詣の巡礼の一行に加わった時も又，彼
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は仲間の巡礼者を敷いて金品を巻き上げようと秘かに策を練る.彼は，ま

ず，巡礼の歩みを止めて居酒屋で説教の場を現出させる. このような情況

がもっ効果的な雰囲気の中で，Rαdixrnalorurn est Cupiditasの主題と，

「死」を素材とした三人の放蕩者と老人の例話から構成された説教を行う.

その効果は，てきめんに聴衆の心のうちに罪と死への恐しさを引き起こす

ことに成功している.ここまでは，事は全て，彼の筋書通りに運んでいた

わけである.しかし，彼が遊びと慰みのために自分の物語を話さなければ

ならないという約束を無視して， 仲間の巡礼者を欺こうとした時，逆に

Hostからしっぺ返しをくらい， 彼は自分の意図から完全に欺かれるので

ある.自分の弱点をつかれた Pardonerは，今や，怒りのあまり口もきけ

ない. [VI，957]そして， PardonerとHostのけんかは，The C，αnterbury 

Talesの世界に由々しい混乱を引き起こそうとしている.

The αnterbury Talesの世界の全能の創造者 Chaucerは，この世界を

虚構の世界として創造してはいるが，決して理想郷 (Utopia) としてでは

ない。 この虚構の世界は，現実の中世イギリス社会の投映であり，縮図な

のである.この世界に集うものたちは，イギリスのあらゆる土地から，あ

らゆる階層からやってきた巡礼者たちである.現実世界に透徹した眼をも

っ宮廷詩人 Chaucerは，この世はうつろいやすく，善ばかりが存在する

はずもなく，常に悪も同居していることをよく知っている.それだからと

いって，彼は悪の存在を無条件に許しはしない.当時の諸々の悪徳の元凶

の一つであった pardonersに対して一矢を報いるために，彼は“Irony円

という武器を使う.しかし，彼は，The Canterbury T.αlesという移ろい

ゆくかりそめの世界が， Pardoner と Hostのけんかによって，永久に混

乱したままで在ることは望まない.この混乱を克服して， もとの秩序と平

和とを回復さぜるため，その任に最もふさわしい仲裁者として Chauce:r

は， Knightに登場を要請する.この Knightは，The Canterbury Tales 
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2申

の中で，全ての面で理想を体得している人物なのである. この Knightの

仲裁によって，両者の聞に和解が成立し，再び平和がよみがえり， 29人の

巡礼者は， もとの巡礼旅行を続けてゆくのである.
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